
新しい静岡県型芝生文化の創造

芝生文化創造
プロジェクト

１ 芝生緑化の促進
・グリーンバンクとの連携による､

園庭･公園等への普及と専門家
派遣による管理支援

・芝草研究所による、施設への普
及研究と管理指導者の養成

２ 芝草研究所の設置
・研究所を設置し、芝生研究の第

一人者を５年任期付きで雇用
３ 研究調査
・常緑性、耐踏性が高い芝の開発
・低ｺｽﾄな施工･管理手法の開発

○園庭・校庭に適した芝種
(バミューダグラス)の選定
○ポット栽培法による導入
･管理手法の確立

○幼稚園等６園
○高等学校３校
○公園
○園庭・校庭の芝生管理マ

ニュアル本の作成
○グリーンバンクと連携し

園庭等へ芝生を普及
（園庭等38箇所）

施設へ
の普及

静岡県緑化推進計画

花と緑を慈しむ文化の創造（緑と触れ合う）

花と緑による地域景観の質向上
（花と緑のまちづくり）

社会総がかりの緑化活動（みんなで取組む）

豊かな暮らしとともにある芝生文化創造事業(案)

静岡県を
芝生のメッカに

10年後の

目指す姿

アクション（施策）

・緑化のまちづくり推進大会
・県民向けセミナー・講習会
・商工・企業立地と連携した

企業へのセミナー
・芝生のある庭コンクール

・校長会へのトップセールス
・ボランティア団体向け講習会
・学校指導員養成講座
・活動初期の資材・器具等の

支援

・新品種の研究開発
・研究成果のＰＲ
・天然芝グラウンドの普及
・ラグビーＷ杯、オリンピックを

契機とした芝生の有効性ＰＲ

芝草の研究開発と専門技術を
グリーンバンクの人材育成・普
及啓発事業と連動させ、県民・
企業・学校への普及を図る。

◇ 研究所機能の延長とほ場の拡充
◇ 専門研究員の任務
・プロジェクト完了後の成果を拡大･発展 ・県民企業、学校への技術指導
・運動場に適したスポーツターフの研究開発 ・緑化・土壌・農業等、他分野での
・低コスト施工・維持管理手法の研究 研究に発展
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◇ 研究所・ほ場の設置
◇ 任期付研究員の任務

・本県に適した芝種を選定
・低コスト管理手法の確立

静岡県総合計画（～H29）

＜成 果＞

★芝生講習会修了者
1,000名

★芝生専門指導員
500名

人材育成

”ふじのくに”発

芝生文化創造プロジェクト
のための提言(H24.1)

★本県発､スポーツ･
日陰･常緑等用途
に応じた芝種を選定

★各用途に応じた芝
の取り組みやすい
管理手法を確立

研 究

★県内すべての市町
で､複数の園庭･校
庭への芝生の導入

★県内すべての市町
で､運動公園等へ
の芝生の導入

★芝生緑化推進企業
100社

場所の普及

富士の国の魅力の向上と発信新静岡県総合計画

基本方針・計画

緑まぶしいまち並みづくり
・芝生のある家庭
・企業の敷地、屋上の緑化

３ 暮らし

芝と触れ合う学びの場づくり
・幼稚園・保育園の園庭への普及
・小・中・高校の校庭・グラウンドへの普及
・特別支援学校への普及
・指導員の育成
・親子・地域との交流促進

１ 教育・文化

芝が輝く集いの場づくり
・スポーツターフの開発
・効率の良い管理方法の確立
・市民グラウンド・運動公園への普及
・地域の公園、スポーツ広場への普及

２ スポーツ

（H30～
H39）
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＜平成29年度策定＞
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